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不老橋は、片男波松原にあった東照宮おびた所

の移築に際して、紀州徳川家十代藩主であった

徳川治宝の命により、1850年着工し 1851年に

完成したアーチ型の石橋である。この橋は、あ

の有名な誰もが知っている徳川家康がまつる

東照宮のしゃれいである。和歌際のときに、徳

川家康や東照関係の人々が御旅に向かうため、

通行した「おなり道」に架けられたものである。 

江戸時代のアーチ型石橋は九州地方以外で

はたいへんめずらしく、特にこうらん部分の彫

刻が優れている。機械も無い時代に人の手作業ですごくきれいな彫刻を彫っていてすご

いなぁと思いました。 

 
平成２７年度に橋の欄干・親柱のー部が破損し

たため、平成２８年度に国庫補助事業を受けて、修

復を行いました。 

親柱については、元のまま設置すると親柱の重

量で風化している柱材を傷める可能性があったた

めに次善の措置として、樹脂で複製品を製作し設

置しています。なお、不老橋は設置されてから、160

年以上が経過しています。欄干部分など通行の際は十分に気をつけて下さい。 

和歌山市 最高！ 


